
播州赤穂の塩・ジオぶら歩き 

コース名 赤穂海浜公園・塩の国日本遺産体験コース 時間 備考 

特徴 

日本遺産『「日本第一」の塩を産したまち播州赤

穂』の原点である入浜式塩田の歴史、地形地質の活

用（先人の知恵）、塩田作業や塩づくり体験等、赤

穂がなぜ日本一の塩の産地となったのかを体験す

る。 

全体 

150分 

 

出発点 

赤穂海浜公園・赤穂市立海洋科学館 30分 JR播州赤穂駅

からバス「赤

穂高校西」下

車、徒歩 15

分 

瀬戸内海と塩をテーマにした科学館。赤穂の塩づく

りの歴史と気候風土についてレクチャー。 

 

１ 

塩の国（塩田施設見学・塩づくり体験） 60分  

揚浜式塩田、入浜式塩田、流下式塩田の実物施設で

塩田の上を歩く（砂かき見学）、釜屋等の見学、塩

づくり体験（鹹水煎ごう、真塩・差塩味比べ）等。 

  

２ 

海浜公園展望台 20分  

海浜公園の中央部にある展望台へ移動し、北方向の

山際から南方向の海までを展望し、東浜塩田の広さ

を体感する。 

  

３ 

唐船山 15分  

兵庫県一低い山である高さ 19ｍの唐船山に登山。瀬

戸内海（播磨灘）の眺望を楽しむ。 

  

帰着点 赤穂海浜公園・赤穂市立海洋科学館   

ジオ博士

コメント 

千種川の最上流域で行われていた鉄穴流し（かんなながし・砂鉄の採集作

業）から流出した膨大な量の土砂が河口部で広大な遠浅の砂浜を形成した

んじゃが、マサが水に流されて移動すると、黒雲母や斜長石などは壊され

て粘土化し、河口部には硬い石英質が多い砂浜が出来たんじゃ。この地形

と地質を巧みに利用して、干拓により 開発されたのが赤穂の塩田というこ

とじゃ。 

石英質の多い砂は、毛細管現象で海水を塩田に吸い上げる作用をもたら

し、 良質な塩が多量に生産できる塩田が出来たと考えられる。 

 

赤穂海浜公園・塩の国 唐船山からの眺望 

 

  




















